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論  文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （ 大 和 田 範 子             ）  
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論文内容の要旨 

本論は、150 年前に日本が遭遇した西洋列強の植民地侵攻によるグローバリゼーション

の中で、岡倉覚三がアメリカのボストン美術館に勤務しながら、日露戦争勝利に向けて、

東洋美術専門家として芸術文化の分野からどのように活動し近代化に貢献したのかを明

らかにするものである。具体的には、何故『茶の本』が書かれたのかを中心に岡倉の斬新

な日本主張を鑑みる。 

本論文で新しい側面は、何故東京美術学校を罷免解雇されたのか、何故『茶の本』を書

いたのか、何故「茶」をテーマとしたのか、の三点である。東京美術学校校長罷免は岡倉

を中傷した怪文書によるもので、調査はほとんどされていない。そこでこの解雇が岡倉の

ボストン人脈に注目した日本政府が、岡倉をアメリカへ派遣するため解雇にふみきたので

はないかと推測し、解雇までの数年前に予兆があったことを明らかにした。彼のアメリカ

は日本からの逃避行であるといわれてきたが、これはそれをくつがえす結果である。何故

『茶の本』を書いたのかについて、この本はアメリカで着想したもので、 

そのきっかけは、セントルイス万国博覧会での臨時講演である。7 月に依頼があり、9 月

の発表が決まったが、アメリカですでに同時期政治性の強い内容の『日本の覚醒』の 11

出版が決まっていたことから、趣の違う『絵画における近代の問題』を選んだと考えられ

る。この講演の最後に藝術鑑賞と日本の茶道の宗教哲学に触れ、満場の拍手を得て、半年

後に、茶をテーマとした「The Cup of Humanity」を雑誌に掲載するがこの時新しい本の

出版契約をしたことから、『茶の本』完成につながったと考えられる。『茶の本』は西洋列
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強を意識して書かれた本であり、先行研究で言われる単なる平和的な伝統文化の紹介では

ない。「茶」をテーマにしたのかについて、ボストン美術館で多くの日本コレクションに

触れた影響が大きいと考えられる。このようなことから岡倉のアメリカでの活動は、日本

政府の政治外交政策にかかわった渡航であり、そのために校長罷免解雇が行われたとい

え、日本からの逃避行の説を覆すものである。以上本論文では政治外交問題と茶道芸術文

化の関係に焦点を当て新しい岡倉覚三像を求めた。 
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